
令和８年７月２４日

奈良労働基準監督署

令和８年度建設工事関係者連絡会議



本日の説明

① 墜落・転落災害（建設業で毎年最も多い災害）

② 接触災害（重機作業範囲は常に危険区域）

③ 酸素欠乏症・一酸化炭素中毒（目に見えない危険）

① 労働時間の上限規制（３６協定の締結について）

② 労働時間の考え方（現場での作業時間だけが労働時間ではない？）

□ 建設業における監督の指導状況について

□ 建設業の働き方改革について
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建設業における監督の指導状況について
①墜落・転落災害（建設業で毎年最も多い災害）

★高さ２メートル以上の箇所で作業を行わせる際は

という措置が必要です。

要求性能墜落制止用器具を使用させる（作業床の設置が困難な場合）

作業床（足場等）を設置する◎

◎

設備面 と 教育面 両方の対策 を講じて事故を防ぎましょう。

これらの墜落防止措置を講じていない場合、労働安全衛生法違反となります。

また、現場の状況によっては、斜面からの転落による危険性が高い場合もあります。
（なお、勾配が４０度以上の急斜面を転落することは「墜落」となります）

墜落・転落災害は発生件数が多いだけでなく、重症となる可能性が高いため、墜落・転落危険箇所の有無の確認及び対策は必須です。

ただし、設備面の対策のみでは事故を防ぐには不十分です。



建設業における監督の指導状況について
①墜落・転落災害（建設業で毎年最も多い災害）

墜落防止措置を講じて

いなかった。

【原因】

●囲い、手すり等の墜落

防止措置を講じる。

【対策】

作業主任者が要求性能

墜落制止用器具（安全

帯）の着用状況を監視し

ていなかった。

元請による巡視、下請

の安全教育等が不十分で

あった。

●作業主任者が職務を履

行する。

●巡視や安全教育を実施

する。



建設業における監督の指導状況について
①墜落・転落災害（建設業で毎年最も多い災害）

昇降設備を設けておら

ず、また、要求性能墜落

制止用器具（安全帯）を

使用していなかった。

【原因】

●昇降設備を設け、必要

に応じ、要求性能墜落制

止用器具（安全帯）を使

用させる。

【対策】

作業開始前に安全な作

業方法についての指示、

教育が行われていなかっ

た。

●作業開始前に当日の作

業予定の確認や安全な作

業方法についての指示、

教育を行う。
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建設業における監督の指導状況について
②接触災害（重機作業範囲は常に危険区域）

重機の作業範囲内にいるということは、

→

→

設備面 と 教育面 両方の対策 を講じて事故を防ぎましょう。

重機に激突される可能性がある環境に身を置いている状態

重機に激突された場合、重症となる可能性が高い

（設備面）重機の作業範囲に立ち入らせないための囲いを設ける

→（教育面）安全意識を向上させる教育を行う

どちらかだけでは対策として不十分です。



建設業における監督の指導状況について
②接触災害（重機作業範囲は常に危険区域）

作業半径内に作業員を

立ち入らせた。

【原因】

●作業半径内に作業員を

立ち入らせない。

【対策】

誘導者を配置していな

かった。

作業計画が定められて

いなかった。

安全教育を実施してい

なかった。

●やむを得ず作業員を立

ち入らせるときは誘導者

を配置する。

●作業計画を作成する。

●安全教育を実施する。



建設業における監督の指導状況について
②接触災害（重機作業範囲は常に危険区域）

被災者が十分な距離を

置いていない危険区域内

で運転者に合図を送った。

【原因】

●合図者に安全な位置に

退避してつり上げの合図

を行わせる。

【対策】

用途外使用していた。

安全教育が不十分で

あった。

●用途外使用させない。

●立入禁止や用途外使用

に関する安全教育を実施

する。
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建設業における監督の指導状況について
③酸素欠乏症・一酸化炭素中毒（目に見えない危険）

倒れている人を見つけた場合、あなたならどうしますか？

危険は目に見えるものだけとは限りません。

Ⓐ ただちに駆けつける

Ⓑ 周囲の様子を見て安全確認してから駆けつける



建設業における監督の指導状況について
③酸素欠乏症・一酸化炭素中毒（目に見えない危険）



建設業における労働安全衛生法の送検事例
③酸素欠乏症・一酸化炭素中毒（目に見えない危険）

プロパンガス漏えいによる

酸素欠乏症

換気不十分な場所での内燃機関

の使用による

一酸化炭素中毒

マンホール等長期間の水の滞留場所

での酸素欠乏症

（菌による酸素の消費）

酸素欠乏症・一酸化炭素中毒が発生する場所の例



建設業における監督の指導状況について
③酸素欠乏症・一酸化炭素中毒（目に見えない危険）

十分な換気、有効な呼

吸用保護具の使用等の対

策を実施していなかった。

【原因】

●十分な換気、有効な呼

吸用保護具の使用等の対

策を実施する。

【対策】

安全衛生教育を実施し

ていなかった。

●安全衛生教育を実施す

る。



建設業における監督の指導状況について
③酸素欠乏症・一酸化炭素中毒（目に見えない危険）

マンホール内部の酸素

濃度等の測定を実施して

いなかった。

【原因】

●作業開始前に酸素濃度

等を測定すること。

【対策】

換気、空気呼吸器等の

着用を行っていなかった。

酸欠作業主任者を選任

していなかった。

●作業開始前に換気を行

い、酸素濃度18％以上、

硫化水素濃度を10ＰＰＭ

以下に保つこと。

●酸欠作業主任者を選任

すること。



建設業における監督の指導状況について
③酸素欠乏症・一酸化炭素中毒（目に見えない危険）

●換気を行い、一酸化炭

素の濃度が有害な程度に

ならないための措置を講

じる。

【対策】

換気を行い、一酸化炭

素の濃度が有害な程度に

ならないための措置を講

じていなかった。

【原因】

呼吸用保護具等、適切

な保護具を備えていな

かった。

一酸化炭素の有害性等

に関する十分な知識を有

していなかった。

●呼吸用保護具等、適切

な保護具を備える。

●一酸化炭素の有害性等

に関する教育を実施する。



建設業における労働安全衛生法の送検事例
③酸素欠乏症・一酸化炭素中毒（目に見えない危険）

設備面 と 教育面 両方の対策 を講じて事故を防ぎましょう。
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建設業の働き方改革
①労働時間の上限規制（３６協定の締結について）

→

→

→

Ｑ. ３６協定とは？

Ｑ．届出の際は窓口に行かなければならないの？

Ｑ．届出後にすべきことはある？

３６協定に関する４ステップ

周 知

届 出

管 理

労働基準法で定める１日及び１週間の労働時間並びに休日
を超えて時間外労働又は休日労働をさせる場合に、あらかじ
め所轄労働基準監督署に届け出る労働基準法第３６条に定め
る時間外労働休日労働に関する労使協定のこと。

電子申請も利用できます。
電子申請による届出は、時間、曜日、場所を問わないという
メリットがあります。

労働者に周知し、36協定で定めた上限時間を超えないように
日々管理していく必要があります。

締 結













本日の説明

① 墜落・転落災害（建設業で毎年最も多い災害）

② 接触災害（重機作業範囲は常に危険区域）

③ 酸素欠乏症・一酸化炭素中毒（目に見えない危険）

① 労働時間の上限規制（３６協定の締結について）

② 労働時間の考え方（現場での作業時間だけが労働時間ではない？）

□ 建設業における監督の指導状況について

□ 建設業の働き方改革について



建設業の働き方改革
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ご清聴ありがとうございました。
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